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	●「一部保険外療養」は、国民皆保険の根幹を揺るがす制度です。
	●「痛み止め」は働き続けるために必要な医療です。
	・建設の仕事は、毎日が身体への負荷の連続で、慢性的な痛みが蓄積せざるを得ません。湿布薬などの痛み止めは、働き続けるための最低限の医療です。
	・危険な作業において命と安全を守る「安全装備」の一部です。
	●慢性疾患の患者を大幅に排除する「配慮措置」は問題です
	●建設技能労働者として、次のことを強く求めます
	●痛みを抱える労働者の治療を保障することは、産業と社会の持続性を守ることでもあります。制度の抜本的な見直しを強くお願いします。

